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関係会社出資金評価損（個別）の計上に関するお知らせ 
 

 2027年２月期中間期（2026年３月１日～2026年８月31日）の当社個別決算において、当社の

連結子会社である天津莫莱斯柯科技有限公司に対する出資金の時価が著しく下落したため、減損

処理による評価損を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

なお、当該評価損は、連結決算においては消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

記 
 
１．個別決算における関係会社出資金評価損 

 金額 

2027年２月期中間期（2026年３月１日～2026年８月31日）の関係会社出資金

評価損 
504百万円 

・中間期における関係会社出資金の減損処理については、洗替え方式を採用しています。 

・当社の決算期末は2027年２月28日です。 

 

２．業績に与える影響 

 中間期における有価証券の評価方法は、前述のとおり洗替え方式を採用しており、第３四半期以降

の出資金の時価の状況により、今回計上した関係会社出資金評価損の計上額が変動する可能性があり

ます。 

また、当該評価損については当社の個別財務諸表のみに計上されるものであり、連結決算において

は消去されるため、連結業績への影響はありませんが、2025年12月12日付「グローバル生産体制

の見直しに伴う中国子会社の解散に関するお知らせ」にて公表している天津莫莱斯柯科技有限公司の

解散および清算手続の進捗に伴い、2027年２月期中間連結会計期間において関係会社整理損（特別

損失）384百万円を計上いたします。 

 

なお、2027年２月期の業績予想につきましては、本日別途開示いたしました「2027年２月期通期

業績予想および配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

以 上 


